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徳島県内での牛群検定を 

活用した指導事例 

 

徳島県立農林水産総合技術支援センター 

技術支援部 三好農業支援センター 

 渡邊  徹 

内   容              

１ はじめに 

２ 牛群検定成績表を活用する研修会 

３ グループ別勉強会 

４ 対応の心得 

５ 指導の現場で 

 

 

 １ 
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はじめに 

 ２ 

牛群検定を普及拡大する
ために最も必要なこと 

 

情報分析センター活動状況調査から 

 

    指導者の育成（確保） 

    指導者の資質向上 

    専任スタッフの設置     

    指導体制の再構築     等 

 

 指導する側の問題が一番大きな課題 
  ３ 
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  → 農家が直接求めている解答をその場 

    で出せる人材 

 

＜酪農家が行うこと＞ 

  酪農家は、 

「エサをやって、乳を搾って、種を付けるだ
け」 

 

どのような指導員が 

求められているのか 

 ４ 

指導員が行うこと 

指導員は、 

 

   ①エサを食べさす方法 
 

   ②乳房炎にならない方法 

 

   ③繁殖成績を良くする方法 
 

 を酪農家に説明できれば、信頼される 

  ５ 
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指導員が信頼されるには 

 まず、儲けさせること 
     

    儲け ＝ 収入 － 支出 

     

         収入 ： 乳量 

    支出 ： 飼料費 
     ６ 

儲けさせること 

飼料費を減らす 

 →エサの無駄をなくす 

 →エサを過不足無く給与する 

 →牛を太らせない 

乳量を増やす 

 →胃袋、乳器が調子がよい 

 →牛を健康に飼う 

  ７ 
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 ８ 

牛を健康に飼う 

 エサ食いが良い  

       →  乳量が減らない  

       → 儲けが多い 

   

 事故や病気がない 

   → 気が楽 

   →  牛舎に入るのが楽しい 
１０ 
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牛を健康に飼う技術 

○ 牛の観察 （今の牛の状態を正しく把握する） 

○ 理論     （何故か）  

○ 確認     （データによる確認）→牛群検定 

 

  牛を観察して、観察結果から、牛に何がおきてい 

 るかを 理論的に推測し、データによって確認する             

    どこが抜けてもダメ！！ 

１１ 

検定農家 

家畜改良事業団 

県酪連 

（～平成１３年） 

牛群検定事業の流れ 

検
定
成
績
表 デ

ー
タ 

県酪連 

検定農家 

家畜改良事業団 

（平成１３年～） 

デ
ー
タ 

検
定
成
績
表 デ

ー
タ 

畜産研究所 
(情報分析ｾﾝﾀｰ) 

加工データ 
分析･指導 

１２ 
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徳島県のこれまでの取り組み 

・家畜改良事業団とのオンライン化
・中央畜産会とのオンライン化
・酪農経営データベースへ参加
・酪農経営データベース情報の提供
・畜産農家データベースの構築
・ＢＣＳ調整による経営改善指導
・牛群検定総括表の作成（分析ソフト）
・牛群検定表を活用する研修会の開催
・グループ別勉強会の開催
・乳成分分析ソフトの作成（分析ソフト）
・牛検データ集計システムの開発

平成１３年度
（システム作り）

平成１４・１５年度
（指導体制作り・調査活動）

平成１６年度～現在
（技術指導・分析活動）

１３ 

取り組みの概要（平成１６年～） 

１．「牛群検定表を活用する研修会」の開催 

２．地域・仲間単位のグループ勉強会の開催 

目的：基本的技術・理論、検定成績表の活用方法の習得 

目的：個別の牛を対象に技術指導、地域の活性化 

３．牛検データ集計システムの開発 
目的：個体・牛群の評価、分析作業の簡易化 

１４ 
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牛群検定表を活用する研
修会 

１５  

研修会の目的 

（従来）通信簿的役割を持つ記録としての検定 

エサ管理や健康度を見極める（儲ける） 
判断道具としての検定へ意識の変化 

＝経営改善のための検定へ 

例：乳量と乳脂率、無脂固形率で給与バランスと給与量を調整。 
例：乳蛋白率でルーメン内微生物の状態をチェック。 
例：産褥期の乳脂率変動で乳とエサのバランスをチェック。 

１６ 
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最初に見るデータは 

１７ 

乳成分（栄養関係） 

○ 乳脂肪分率 

○  無脂固形分率 

○ 乳蛋白分率 

○ ＭＵＮ 

○ 乳糖             

 

１８ 
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乳成分が意味するもの（１） 

乳脂率  粗飼料の充足率を示す指標。 

               低ければ粗飼料不足、高ければ粗飼料過剰。 

    ３．５％～４．０％を目指す 

ＳＮＦ 濃厚飼料の充足率を示す指標。低ければ濃   
厚飼料不足、高ければ濃厚飼料過剰。 

    ８．３％～９．０％を目指す 

乳蛋白  ルーメン発酵を示す指標。ルーメンの微生   

物タンパク質の生産を示すものと考えられ、   低
くても高くてもダメ。３．２％～３．４％   （３．
３％ぐらいが推奨）を目指す。 

１９ 

乳成分が意味するもの（２） 

ＭＵＮ  飼料中のタンパク質の無駄を示す指標。ルーメ
ンの微生物に取り込まれず、廃棄された  アンモニ
アの総量を示す。低いほど給与タンパク質が効率的に
利用されたことを示す 

 

乳糖  穀類(デンプン)や糖類の充足を示す指標。   
乳糖の合成量が乳量を決める。また、デンプンは乳蛋
白合成のエネルギーとしても利用されるので、無脂固
形に大きく影響。 

    (標準値 4.4%以上) 

２０ 
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２１ 

ＭＵＮが低い 

ＭＵＮが高い 

２２ 
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検定表でまず最初に大事なところ 

• 乳脂率と無脂固形分率               

 

  乳脂率    ： ３．５  ～  ４．０ ％                             

   

  無脂固形分 ： ８．３  ～  ９．０ ％                              

   乳脂率 ＋ ５  が  バランス良い  

２３ 

乳脂率と無脂固形分率のバランス            
  

 無脂固形分率＝乳脂率 ＋５ ±０．２                                     

 

  ＝乳脂率 ＋４．８～５．２                            

 

  例えば  乳脂率      ３．７％               

        無脂固形分  ８．５～８．９％   

２４ 
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エサと乳成分の関係（１） 

＜正常範囲を超えているとき＞ 

 

    乳脂率が４．０％を超える時  → 粗飼料を減 

   

    乳脂率が３．５％より低い時  → 粗飼料を増 

    

  無脂固形分率が９，０％を超  → 濃厚飼料を減     

       

    無脂固形分率が８．５％以下  → 濃厚飼料を増 

 
２６ 

エサと乳成分の関係（２） 

＜正常範囲内でバランスが悪い時＞ 

 

    乳脂率、無脂固形分率の高い方を減すか、  低
い方を増やす 

 

  その判断は泌乳ステージと牛のボディコンディ
ションで決まる 

２７ 



14 

エサと乳成分の関係（３） 

＜エサの増減の判断基準＞ 

 

    乳量が増加している時期か 

      減少している時期か 

 

  牛が太ってきていないか 

２８ 

現実の問題 

• 粗飼料を充分給与しているのに乳脂率が低い             

 

• 無脂固形分が低いので、濃厚飼料を増やして
も食べてくれない    

 

• 粗飼料、濃厚飼料を充分与えているのに乳成

分が低い    

２９ 
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理論の勉強が必要 

• 栄養関係 ルーメンの理論 

           周産期の理論 
           肝臓の理論  等 
 
・ 体細胞     搾乳衛生の理論 
            免疫機能の理論 等 
 
・ 繁殖関係   繁殖理論   等 

３０ 

グループ別勉強会 

３１ 
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グループ勉強会の目的  

１．研修会で学んだことを実践できければ意味がない 
２．農家毎に違う飼養環境に合った対応ができなければ 
  効果がない 
３．牛の変化を見極め、迅速に対応しなければ意味がない 

各農家の牛を実際に見ながら、 
お互いの問題点や課題を検討 

行動力・観察力の習得 

× ○ ３２ 

巡回農家（２３戸） 

勉強会開催地（７カ所） 

〔平成１９年度グループ別勉強会について〕 

ＦＳ 

板野 

土成 

国府 

勝浦 

脇町 

若手 

３３ 
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牛を観察するのは 

牛の状態、変化を把握すること 

 

  問題が起こったとき、現状を把握していなと、
何が起こっているのか分からない 

   

    → 問題が解決できない 

  → 損が大きい 

  → 楽しくない 
３４ 

何を観察するのか 

もちろん、基本は健康の度合い 
 

チェックポイント 

 ○ 牛の状態  （肉付き、毛艶・毛色、活力、           
汚れ・汚さ、等） 

 ○ 牛の態度  （落ち着き、エサの食いつき、           
反芻の回数・力強さ、等） 

 ○ 牛舎の環境（清潔さ、飼槽・水飲み、                      
牛床、暑さ・寒さ対策、等） ３５ 
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継続した観察 

• 継続して観察し、どのように変化してい
るか知ることが大切 

  

 → 牛が進んでいる方向が分かる 

  

 → 早めに対処すれば被害が少ない 

３６ 

 １８７号牛 

泌乳初期は乳脂肪、乳蛋白ともに高い傾
向にある 

分娩後１０～１４日を目標に最高濃厚飼料
給与量になるように増給する 

低カルに注意 １６１号 

乳脂率が高すぎる（4.5%以上） 
おそらく過肥で分娩したと思われる 

直ちにケトーシスになり食いどまることが
予想される 

 

 

３７ 
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１８５，１６９，１３９号牛 
泌乳ピークにある牛群 
乳量に摂取量が追いついていない 
エネルギーが不足（乳蛋白3.0%以下しており

卵巣回復が遅れている 
 
低カルが起こりやすい時期 

３８ 

１０１，１０３号牛 

乳量の増加が見込まれる分娩100日後までにお
いて、前月比が10％以上減少している場合は、
管理上の何らかの原因がある 

泌乳中期牛群 

脂肪、蛋白質が高すぎる 

要求量以上の飼料給与は過肥の原因 

３９ 
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泌乳後期牛群 

乳成分が高すぎる 

乳量ではなく乳期に対して濃厚飼料が多すぎる 

過肥牛の分娩はケトーシス、低カル、四変等 

周産期病の引き金となる 

この期間にボディーコンディションを整える 

４０ 

４１ 
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４２ 

 

体細胞(万)
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４３ 
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80

90

100

110

120

130

2003 2004 2005 2006 2007

搾乳牛一頭当乳量 濃厚飼料給与量平均 ４４ 

対応の心得 

４５ 
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対応の心得 

• 技術より意識改革 

 

• 時間がかかるのを恐れない 

 

• 一点重点主義 

 

• 常識にとらわれない 

４６ 

 意識を改革する 

• 現実を突きつける 

• 理論的に説明する 

• 言い訳を許さない 

• 責任転嫁を許さない 

• 改善方法を納得させる 

• 具体的手順を示す 

• 改善が実行されているか確認する 

４７ 
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時間がかかるのを恐れない 

（急がば回れ） 

• 意識改革には時間がかかる 

 

• 理論を理解するには時間がかかる 

 

• 理論体系が繋がるには時間がかかる 

 

• 牛が変わるには時間がかかる 

 

• しかし、理論から入った方が改善が早い 

４８ 

一点重点主義 

• 農家重点指導で成功事例を作る 

 

• グループ重点指導で誰でもできることを示す 

 

• 酪農家には、いろいろな繋がりがある 

 

• 回りの酪農家は、しっかりと見ている 
 

４９ 
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常識にとらわれない 

• 牛は常に進化している 

 

• 過去の理論が正しいとは限らない 

 

• 新しい技術がどんどん開発されている 

 

• 目の前の事象を理論的に考える癖をつける 

 ５０ 

例えば、暑熱対策 

  

 乳牛は、何度から影響を受けている
と思いますか 

５１ 
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40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100

15 10.8 11.2 11.5 11.9 12.3 12.6 13.0 13.3 13.7 14.0 14.4 14.7 15.0

16 11.6 12.0 12.4 12.8 13.2 13.6 13.9 14.3 14.7 15.0 15.3 15.7 16.0

17 12.5 12.9 13.3 13.7 14.1 14.5 14.9 15.3 15.6 16.0 16.3 16.7 17.0

18 13.3 13.8 14.2 14.6 15.0 15.4 15.8 16.2 16.6 16.9 17.3 17.7 18.0

19 14.2 14.6 15.1 15.5 15.9 15.9 16.8 17.1 17.5 17.9 18.3 18.6 19.0

20 15.0 15.5 16.0 16.4 16.8 17.3 17.7 18.1 18.5 18.9 19.3 19.6 20.0

乾 21 15.9 16.4 16.8 17.3 17.8 18.2 18.6 19.0 19.5 19.9 20.2 20.6 21.0

22 16.7 17.2 17.7 18.2 18.7 19.1 19.6 20.0 20.4 20.8 21.2 21.6 22.0

23 17.6 18.1 18.6 19.1 19.6 20.0 20.5 20.9 21.4 21.8 22.2 22.6 23.0

球 24 18.4 19.0 19.5 20.0 20.5 21.0 21.4 21.9 22.3 22.8 23.2 23.6 24.0

25 19.3 19.8 20.4 20.9 21.4 21.9 22.4 22.8 23.3 23.7 24.2 24.6 25.0

26 20.1 20.7 21.3 21.8 22.3 22.8 23.3 23.8 24.3 24.7 25.2 25.6 26.0

温 27 21.0 21.6 22.2 22.7 23.2 23.8 24.3 24.8 25.2 25.7 26.1 26.6 27.0

28 21.8 22.4 23.0 23.6 24.2 24.7 25.2 25.7 26.2 26.7 27.1 27.6 28.0

29 22.7 23.3 23.9 24.5 25.1 25.6 26.1 26.7 27.1 27.6 28.1 28.6 29.0

度 30 23.5 24.2 24.8 25.4 26.0 26.5 27.1 27.6 28.1 28.6 29.1 29.6 30.0

31 24.4 25.1 25.7 26.3 26.9 27.5 28.0 28.6 29.1 29.6 30.1 30.5 31.0

32 25.2 25.9 26.6 27.2 27.8 28.4 29.0 29.5 30.0 30.6 31.1 31.5 32.0

℃ 33 26.1 26.8 27.5 28.1 28.7 29.3 29.9 30.5 31.0 31.5 32.0 32.5 33.0

34 27.0 27.7 28.4 29.0 29.7 30.3 30.8 31.4 32.0 32.5 33.0 33.5 34.0

35 27.8 28.5 29.2 29.9 30.6 31.2 31.8 32.4 32.9 33.5 34.0 34.5 35.0

36 28.7 29.4 30.1 30.8 31.5 32.1 32.7 33.3 33.9 34.4 35.0 35.5 36.0

37 29.5 30.3 31.0 31.7 32.4 33.1 33.7 34.3 34.9 35.4 36.0 36.5 37.0

38 30.4 31.2 31.9 32.6 33.3 34.0 34.6 35.2 35.8 36.4 37.0 37.5 38.0

39 31.2 32.0 32.8 33.5 34.2 34.9 35.6 36.2 36.8 37.4 37.9 38.5 39.0

40 32.1 32.9 33.7 34.4 35.2 35.9 36.5 37.1 37.8 38.3 38.9 39.5 40.0

相　　　対　　　湿　　　度　　　％

５２ 

例えば、周産期病 

   

  低カルシウム 

  ケトーシス           いつでも起こる 

  第四胃変位 

 

 

    もう周産期病とは言えない 

５３ 
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ルーメン 子 宮

第四胃

・輸送ストレス ・低カルシウム血症
・環境変化のストレス ・ケトーシス
・餌や水不足 ・子宮収縮による空隙

ルーメン ルーメン 子 宮
子 宮

第四胃 第四胃

産前に発生する変位 産後に発生する変位 ５４ 

例えば、              

飼槽にエサがない方が良い（１） 
 一日中、飼槽にエサが有る方が、乾物摂取量は増
えるか？ 

 

 ・牛は新鮮なエサが好きで、古いエサは嫌い。 
飼槽に長くエサが有ることで、水などがか かり、
エサが傷む。 

 ・臭い（悪臭）のあるエサは嫌い。 
 ・飼槽にいつもエサが有ると、食欲が低下す る。 

 ・つまり、飼槽にエサがあるだけで、食べら れ
る状態ではないということ。 

 
５５ 
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例えば、              

飼槽にエサがない方が良い（２） 
  

一日中、飼槽にエサが有ることが、乾
物摂取量が増える状態では決してない。 

              というのが私の結論。 

 で、どうする？ 

５６ 

例えば、              

飼槽にエサがない方が良い（3） 

   エサを給与したときだけ飼槽に 

      エサがあり、勢いよく食べた後は、 
 
  次のエサまで飼槽に何もないのが 
  良い（繋ぎ牛舎の場合）。 
   
  （飼槽にいつもエサがなく, きれいな 
      飼槽が良い） 

５７ 
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指導の現場で 

５８ 

現場では臨機応変に 

理論に頼ると判断を誤る 

  → 思いこみは危険 

   （検定データを見て農場に行くのは？） 

   

  → 昔の理論が現実に合わなくなっている      
 （２０年前の牛と今の牛は違う）  

５９ 
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指導される側の「生の声」 

 「指導する側」と「される側」の意識の違い 

 を認識する 

 

 → 農家心理を良く理解しなければならない 

 

 → 指導される側の気持ちを組んで指導 

    （但し、妥協はしないこと） 

６０ 

酪農家の声（１）・・・１ 

  

 「新たな投資がいらなくても、従来のやり方を変
えることは、とても勇気のいることでした。」  

 「のるかそるか行こうか」 

 

 → 一歩踏み出す勇気を与える 

６１ 
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酪農家の声（２）・・・１ 

  

 「飼育方法は３５年間も続けてきたものです。   

問題があるなんて考えもしませんでした」 

 

 → このような農家が多い 

 → 時代が進んでいることをまず理解させる 

６２ 

酪農家の声（２）・・・２ 

  

 「同じ作業でも、自分の考え方一つでこんなにも違
うのかと実感した」 

 

 → 意識が変化すると出来るようになる 

６３ 
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酪農家の声（１）・・・２ 

  

 「牛の健康を第一に考えることで経営が良く
なっていき、反対に牛を病気にしたり不健康に
すると、儲けがどんどん減っていくことを実感さ
せられました」 

 

 → 実感から、健康第一の意識を醸成 

６４ 

酪農家の声（２）・・・３ 

  

 「問題があったら、私に尋ねるのではなく、牛に聞
きなさい」 

 

 → 牛が発しているサインを見逃さない 

 → 人の言葉に左右されない 

６５ 
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まとめ 

６６ 

（１）牛を健康に飼う技術 

○ 牛の観察 （今の牛の状態を正しく把握する） 

○ 理論     （何故か）  

○ 確認     （データによる確認）→牛群検定 

 

  牛を観察して、観察結果から、牛に何がおきてい 

 るかを 理論的に推測し、データによって確認する             

    どこが抜けてもダメ！！ 

６７ 
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（２）乳成分のバランスを取る 

 無脂固形分率＝乳脂率 ＋５ ±０．２                                     

 

  ＝乳脂率 ＋４．８～５．２                            

 

  例えば  乳脂率      ３．７％               

        無脂固形分  ８．５～８．９％   

６８ 

（３） 対応の心得 

 ○ 技術より意識改革 

 ○ 時間がかかるのを恐れない 

 ○ 常識にとらわれない 

 ○ 一点重点主義 

 

  一番重要なことは、意識改革 
 ６９ 
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（４）指導される側の「生の声」 

７０ 

 「指導する側」と「される側」の意識の違い 

 を認識する 

 

 → 農家心理を良く理解しなければならない 

 

 → 指導される側の気持ちを組んで指導 

    （但し、妥協はしないこと） 

終わりに（農家の目線を忘れずに） 

  酪農の未来は明るい！！  ７１ 



新しい検定成績表について

講師：社団法人家畜改良事業団

電子計算センター

電算課長 相 原 光 夫
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新しい検定成績表について 

１ 経 緯 
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牛 群 検 定 の 活 用 

飼養(健康)管理 繁殖管理 

乳質､衛生の管理 遺伝的改良 

これらのことから総合的に 

経営改善のための検定 

乳用牛群検定普及定着化事業のしくみ 

家 畜 改 良 事 業 団 

検 定 組 合 乳成分 分析所 

検   定   員 

検定成績の活用 

経営改善・乳牛改良 

検定農家              検定農家              検定農家 

検定成績表 

体細胞数等による高品質
な生乳生産や牛群の飼養
管理の改善など酪農経営
をあらゆる面から改善す
るための分析 

日常の検定業務 

の管理 

牛群検定情報分析センター(各県１ヶ所) 

・酪農家指導用分析データ 

・検定成績表 

・指導機関及び酪農家指導    ・農家指導用資料
作成 

＜事業の効果＞ 

繁殖記録 飼料給与量の記録 乳量測定･乳成分･乳質検査用サンプリング 

飼養管理の改善､健康管理の 

                                       検討 

繁殖管理の改善 

乳質､搾乳衛生の改善 雌牛の選抜･淘汰､検定済 

        種雄牛の交配 
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乳用牛群検定における情報通信媒体の変遷 

検定農家 検定組合 家畜改良事業団 

S49年～ 

紙 人手 紙 人手による 
パンチ入力 

汎用機 
コンピュータ 

S60年～ 

ＨＴ オフコン端末 
 

パソコン通信 
（郵政省Just手順） 

オフコン端末 汎用機 
コンピュータ 

 

H2年～ 

ＨＴ オフコン端末 

 
ＶＡＮ 

（付加価値通信網） 

オフコン端末 汎用機 
コンピュータ 

H9年～ 

ＨＴ パソコン 

イントラネット 

通信サーバ 汎用機 
コンピュータ 

 

H20年～ 

（予定） 

バーコードリーダー付

ＨＴ 
パソコン  

インターネット 
ＶＰＮ 

 

通信サーバ Unixサーバ 

アナログ アナログ 

アナログ アナログ 

ＩＳＤＮ ＩＳＤＮ 

ブロードバンド ブロードバンド 
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２ 新しい検定成績表 
概 略 

１） 検定成績表の選択 

 

 ①新しい検定成績表について、様式を選択す
ることができます。 

 ②検定成績表は検定組合単位で、帳票様式    
を選択することとします。 

 ③個別農家で、組合が選択した成績表と異な
る種類の成績表を希望した場合は、別途有
償で対応しますので、ご相談下さい。 
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２） 選択出来る検定成績表様式 

 ①様式Ａ （牛の並び：分娩後日数順） 

  検定日成績において、乳脂率、蛋白質率   

  をグラフ化した検定成績表。 

 ②様式Ｂ （牛の並び：牛コ－ド順） 

  検定日成績において、乳脂率、蛋白質率 

  前々月まで表示した検定成績表。 

 ③様式Ｃ 

  これまで使用している従来帳票を継続し 

  利用することも可能。 

 

様式Ａ，Ｂ共通 

牛群管理のポイントとなる項目ごとに集計し、農家ごとの様々な傾向を浮
き彫りにして、管理上改善が必要なところを確認することが出来るように
なっています。  
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様式Ａ 

各個体を搾乳日数順に並べることで、周産期病などのトラブルを起こしや
すい時期にある牛や授精や妊娠が遅れている牛などの状態を時系列的に確
認することが出来ます。。  

乳成分の異常から周産期病の牛の発見  

授精の遅れ  

妊娠の遅れ  

搾乳日数順 

様式Ａ，Ｂ共通 

牛コ－ド順 

個体検定日成績→トラブルを起こしている牛はいないか？を見る帳票 

個体累計成績 →この牛はトラブルを起こしていないか？を見る帳票 

        ３０５日乳量、遺伝評価など改良のための情報も兼ねる 

トラブルや
作業管理等 

淘汰、種雄牛選定
等の改良のための
情報 

トラブルの
再チェック 
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様式Ｂ 

牛コ－ド順 

基本様式AとBどちらかを選択できる。 

内容的な主な違いは、次の２点。                  
①牛コ－ド順、②乳成分が前々月まで表示 

前々月表示 

基本様式A → トラブルを起こしている牛はいないか？を見る帳票  
基本様式B → 累計成績と連携して牛群検定を活用する帳票     

        ▽▼※など記号を利用してトラブル牛発見     

様式C 

従来帳票も選択できるが、新しい検定成績表と両方を利用したい場合、新
しい検定成績表は別途有償となります。 

従来帳票の良いところ                        
①慣れている                            
②牛群成績、検定日成績、累計成績、繁殖成績が最小限コンパクト   
③小規模経営であれば、基本様式A、Bのような検定成績表は、      
逆に利用しずらい 

牛群成績 

検定日成績 累計成績 繁殖成績 
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20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

H元 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

年度

北海道

都府県

頭／戸
一戸あたりの検定頭数の推移 

※平成６年度、平成１１年度は「家畜の飼養動向」より 

※平成２０年度は、平成２０年１１月末時点 
(社)家畜改良事業団 

新しい検定成績表は、飼養頭数が多
い農家で威力を発揮します。 

新しい成績表への移行スケジュ－ル 

 試行期間：平成２１年１月検定～３月検定 

 平成２１年１月 農家直送している成績表は、従来成績表様式で 

         従来通りに逐次発行（４月まで従来通りに発行） 

    ２月上旬 １月分新成績表を様式Ａで各検定組合に一括送付 

         成績表希望調査開始 

    ３月上旬 ２月分新成績表を様式Ａで各検定組合に一括送付 

    ４月上旬 ３月分新成績表を様式Ａで各検定組合に一括送付 

    ４月下旬 成績表希望調査期限 

    ５月～  新しい成績表の送付開始 
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１）帳票希望調査の回答を２月末日までに提出頂ければ、 

  ４月上旬の一括送付は、希望成績表で行います。 

 

２）試行期間は３カ月ですが、新様式を希望された検定組合には、 

  ４月検定分を５月上旬に希望様式で一括送付します。 

 

３）一度選択した成績表を再度変更したい場合には、年１回ご希望を聴取し  

  ますのでその機会をご利用下さい。ただし、今回は初めての成績表選択   

  でもありますので、８月頃に成績表変更の申請を受け付けることとしま 

  す。 

３ 詳細な見方  
牛群成績 
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（１）今回検定、発行日等   

 検定は毎月ほぼ同一の日に実施すること
が必要です。また、検定が終了したら直ぐ
データを送信するようにしましょう。 

情報は生ものです。 
       ↓ 

検定は毎月同じ時期に実施 
       ↓ 

（２）年間累計   

 酪農経営の基礎情報である年間の乳代と
濃厚飼料費の状況を一目で把握することが
できます。 

平成20年10月20日検定であれば、 
平成19年10月1日～平成20年9月30日 
            ↓ 

濃厚飼料費(円)／乳代(円)→ 

乳量(kg)／濃厚飼料量(kg)→ 

平成１９年度とりまとめ 

‘   北海道 都府県          
乳飼比  ２０    ２０        
飼料効果３.０ ２.６  
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（３）検定日成績   

 経営上の基礎情報となる今月の検定結果
を、前月、最近３カ月間、過去１カ年と比
較・検討することができます。すべて１日
当たりで表しているので、感覚的にも把握
しやすくなっています。 

平成20年10月の検定であれば 

    ↑ 
平成20年9月 

    ↑ 
平成20年7､8､9月 

    ↑ 
平成19年10月～平成20年9月 

経営的なものを見る部分。      
１頭あたり成績ではありません 

（４）項目別種雄牛成績   

 適正な交配がなされているかどうか、次
世代に期待できる遺伝的能力を種雄牛側か
ら確認できます。 

←最終授精で使用された精液（不受胎、ドナ－除く） 

←個体識別に報告された生産牛のうち雌牛 

←検定牛の父牛 

赤本掲載 
の種雄牛↓  

輸入精液 
↓  調整交配 

↓  

←肉用等、また判読不能  

上ほど高成績！ 
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（５）移動１３カ月成績   

 牛群検定成績を過去１３カ
月の推移で比較検討します。
前年成績などとも比較して安
定的に推移していることが重
要です。 

検定は休まないことが、最も重要！！ 

休 

検定日が平成20年11月6日のとき 

平成19年11月1日～平成20年10月31日→ 

平成18年11月1日～平成19年10月31日→ 

平成20年8月1日～平成20年8月31日 月間→     

 月々の分娩牛を加えた、
その時々の牛群の構成や生
産稼働状況を見るもので、
月々の検定日における牛群
の稼働状況を示す搾乳牛率、
搾乳牛の稼働効率ともいえ
る全搾乳牛の分娩後の搾乳
日数の平均を示す搾乳日数、
分娩頭数などが示されます。
過去１３カ月の平均や前年
成績とも比較して、安定的
に推移していることが求め
られます。 

（６）移動１３カ月成績 牛群構成 

搾乳日数＝（分娩間隔380日－乾乳60日)

／２＝１６０日が理想 

搾乳牛率＝1－乾乳60日／分娩間隔380日
＝約８５％が理想 

どちらも年間を通して安定していること
が重要です！ 
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（６）移動１３カ月成績 牛群構成 

 月々の分娩牛を加えた、
その時々の牛群の構成や生
産稼働状況を見るもので、
月々の検定日における牛群
の稼働状況を示す搾乳牛率、
搾乳牛の稼働効率ともいえ
る全搾乳牛の分娩後の搾乳
日数の平均を示す搾乳日数、
分娩頭数などが示されます。
過去１３カ月の平均や前年
成績とも比較して、安定的
に推移していることが求め
られます。 

厳密な搾乳牛率           
搾乳牛率＝(搾乳していた日数の合計)÷          
(飼養していた日数の合計） 

１頭飼の農家が１５日間絞って、１５日
間乾乳していれば、搾乳牛率は５０％ 

過去の搾乳牛の数え方        
①過去に繋養されていた除籍牛含む  
②過去に繋養されていた移動牛(譲り渡し)

含む。               
③移動牛(譲り受け)の過去の他農家に繋養
されていた記録は含まない。 

    

各月の成績は、１日～末日までの月間成
績です。 

最新検定月は、検定日までの成績なので
注意が必要。 

 

    

（６）移動１３カ月成績 牛群構成 

 月々の分娩牛を加えた、
その時々の牛群の構成や生
産稼働状況を見るもので、
月々の検定日における牛群
の稼働状況を示す搾乳牛率、
搾乳牛の稼働効率ともいえ
る全搾乳牛の分娩後の搾乳
日数の平均を示す搾乳日数、
分娩頭数などが示されます。
過去１３カ月の平均や前年
成績とも比較して、安定的
に推移していることが求め
られます。 

検定の結果が出荷乳量と比較して適切か
どうか(９５～１０５％程度)を確認しま
す。 

合わない場合は、全頭加入、自家消費の
状況を確認します。 

ＡＴ法の場合、搾乳間隔などをあわせて
確認します。 
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（７）移動１３カ月成績 
                 検定日成績／搾乳牛１頭平均   

 搾乳牛１頭当た
りの乳量、各乳成
分率、濃厚飼料給
与量の平均を表示
します。季節的な
事象を把握するこ
とができます。 

標準乳量           
異なる条件下にある牛の日量を同
じ土俵で比較するために補正した
乳量。北海道の２産、４～６月分
娩、搾乳日数１２０日を基準とし
た乳量です。    

利用法            
①マネジメントモニタ     
＊飼料の変更の効果      
＊暑熱対策の効果 など    
②牛群管理          
標準乳量と実乳量を対比しながら
上昇または下降時の牛群管理の変
化を検討する                  
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分娩後日数の補正 
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乳量がほぼ一定 

産次による差がない 

地域による差がない 
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標準乳量における
季節の補正 

標準乳量 

乳量がほぼ一定 

産次による差がない 

地域による差がない 
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（７）移動１３カ月成績 
                 検定日成績／搾乳牛１頭平均   

 搾乳牛１頭当た
りの乳量、各乳成
分率、濃厚飼料給
与量の平均を表示
します。季節的な
事象を把握するこ
とができます。 

乳中尿素窒素（ＭＵＮ）    
乳牛が摂取し必要としなかった過
剰な蛋白質を数値で表したもので
す。血中尿素窒素と高い相関にあ
ります。正常な繁殖成績を得るた
めの指標として利用できます。 

ＭＵＮ濃適正範囲８～１６mg/dl

蛋白質率適正範囲３.０～３.５％ 
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（７）移動１３カ月成績 
                 検定日成績／搾乳牛１頭平均   

 搾乳牛１頭当た
りの乳量、各乳成
分率、濃厚飼料給
与量の平均を表示
します。季節的な
事象を把握するこ
とができます。 

Ｐ／Ｆ比           
生乳中の蛋白質率と乳脂肪率の比。 
蛋白率と脂肪率の比率により間接
的にルーメン発酵等の状態を推測
することができます。     
適正範囲：０.８～０.９    

良好な発情が来潮し、受胎成績が
良い傾向があります。     
適正範囲外：～０.８、０.９～ 

ルーメン発酵異常、栄養障害、肝
機能低下があると思われるので飼
料給与の検討が必要です。 

 乳質管理のうえで体細

胞数は極めて重要です。
乳房炎を罹患している牛
が何頭いるか？新たに発
症したのは何頭か常に意
識する必要があります。
また、季節的に偏って発
症していないかなど管理
上の傾向を把握すること
も重要です。 

（８）移動１３カ月成績 体細胞   

体細胞数             
乳汁中に含まれる白血球と脱落上皮細
胞その他の総称。          
白血球   →膿(ウミ)         
脱落上皮細胞→フケ 

病原微生物が乳房内に侵入して増殖し
乳管や乳腺を刺激し炎症をおこしたも
のが乳房炎です。炎症をおこせば、血
流量が増え血管浸透性が亢進し、血液
中の白血球が遊走し乳汁中に白血球が
移行します。また炎症により傷んだ上
皮細胞は脱落し、同じく乳汁に移行し
ます。このことから乳汁中の体細胞数
の増加を乳房炎感染の指標となります。 
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度 

数 

体細胞数 １０万 ２０万 ４０万 ３０万 ０ 

体細胞数の分布モデル 

度 

数 

体細胞リニアスコアの分布モデル 

２ １ ３ ０ ﾘﾆｱｽｺｱ 

体細胞リニアスコアの変換 

リニアスコア＝       
Ｌｏｇ２(体細胞数(千))＋３ 

リニアスコアに変換することで、
統計的な処理が可能になります。 

偏った分布(対数分布) 

通常の分布(正規分布) 

偏った分布なので平
均値など統計的な処
理が困難 

 乳量損失率 

 乳房炎に罹患すれば、乳房が炎症をおこしているので乳質が
悪化するばかりか、乳量そのものも減量します。本来、発揮す
べき能力が発揮できないわけです。乳用牛群検定全国協議会に
おいては、以下の表のとおりの乳量が損失すると報告されてい
ます。 
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 乳質管理のうえで体細

胞数は極めて重要です。
乳房炎を罹患している牛
が何頭いるか？新たに発
症したのは何頭か常に意
識する必要があります。
また、季節的に偏って発
症していないかなど管理
上の傾向を把握すること
も重要です。 

それぞれの区分に搾乳牛の何％の頭数
が入っているか？を示しています。 
高体細胞牛は少ないことが望ましいわ
けですが、季節的に新規発生が偏って
いないか？など確認する必要がありま
す。 

（８）移動１３カ月成績 体細胞   

（９）移動１３カ月成績 授精状況   

 乳房炎と繁殖を制
する者は２１世紀の
酪農を制すると言わ
れるほど重要な課題
です。この表中には
毎月行われている授
精の状況を経時的に
捉えることができま
す。 

検定年月日 

ここでは検定年月で集計されてい
ます。すなわち、３月５日といっ
た場合は３月１日～３１日までの
授精が報告されています。             

授精記録の集計対象 

検定を実施した際の授精報告を集
計しています。        
①現在除籍されている牛への授精
記録も集計されています。   
②移動牛(譲り受け牛)の、移動前

の記録は集計されません。   
③移動牛(譲り渡し牛)の、移動前
の記録は集計されています。           

検定日が平成20年2月5日のとき 

平成19年2月1日～平成20年1月31日→ 

平成18年2月1日～平成19年1月31日→ 

授精記録の集計の仕方 

１頭に２回授精報告し
た場合は２回とも集計
されます。         
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（９）移動１３カ月成績 授精状況   

 乳房炎と繁殖を制
する者は２１世紀の
酪農を制すると言わ
れるほど重要な課題
です。この表中には
毎月行われている授
精の状況を経時的に
捉えることができま
す。 

肉牛交配率          
当該授精報告のうち肉用種雄牛を
交配した率を表示（借腹による肉
用牛のET生産を含みます）        

授精回数 

ある月の授精         
Ａ牛:１回目授精       
Ｂ牛:２回目授精、３回目授精

（１回目は前月に授精）    
Ｃ牛:授精なし        
Ｄ牛:乾乳中 

授精回数平均＝(１＋２＋３)÷３   
‘      ＝２回            

授精回数３回以上＝１÷３   
‘      ＝３３％             

（９）移動１３カ月成績 授精状況   

 乳房炎と繁殖を制
する者は２１世紀の
酪農を制すると言わ
れるほど重要な課題
です。この表中には
毎月行われている授
精の状況を経時的に
捉えることができま
す。 

初回授精受胎率 

ある月の当該初回授精について         
受胎率＝            
受胎頭数÷（受胎頭数＋不受胎頭） 

注意             
１）妊娠判定未了のものは含まない
２）妊娠判定は７０日ＮＲ法による
場合、授精後２～３カ月の受胎率は
低めに計算される。 

※ＮＲ法では不受胎が先に判明する
ため 
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（９）移動１３カ月成績 授精状況   

 乳房炎と繁殖を制
する者は２１世紀の
酪農を制すると言わ
れるほど重要な課題
です。この表中には
毎月行われている授
精の状況を経時的に
捉えることができま
す。 

初回授精開始 

経産牛において初回授精を行った分
娩後日数の平均 目安は次の通り         
①初産牛 :分娩後８０日      
②２産以後:分娩後６０日 

 

未経産授精開始 

未経産牛において初回授精を行った
月齢の平均 目安は次の通り           
①生後４２０日(１４カ月齢) 

 

 

（９）移動１３カ月成績 授精状況   

 乳房炎と繁殖を制
する者は２１世紀の
酪農を制すると言わ
れるほど重要な課題
です。この表中には
毎月行われている授
精の状況を経時的に
捉えることができま
す。 

ＶＷＰ 英語       
V:Voluntary(任意)    
W:Waiting(待機)     
P:Period(期間) 

ＶＷＰは、分娩後の意図的に授精
を行わない期間および、育成牛の
意図的に授精を行わない期間を示
します。検定成績表では、推奨で
きる平均的な繁殖管理として、次
を設定            
初産牛：分娩後８０日      
２産以上：分娩後６０日     
未経産牛：生後４２０日       

 

 

  

ＪＭＲ フランス語        
J:Jours(日)      
M:Moyen(平均)      
R:Retard(遅れ)  

ＪＭＲは、受胎に要した日数から
ＶＷＰを減算したものです。これ
までの繁殖成績では、例えば、未
授精牛の繁殖性は空胎日数、２産
以上経産牛は分娩間隔といろいろ
な繁殖指標をバラバラに表示して
いました。ＪＭＲでは未経産牛、
経産牛、未授精牛、受胎不明牛な
どを総合的に評価することができ
ます。 

 

 

 

経産ＪＭＲ                          
ＪＭＲは経産と未経産を別々に評価します。本来、未経産JMRも

表示しなければなりませんが、現在の牛群検定では未経産加入が
進んでいないこともあり、安定した数字になりません。当面の間
は経産JMRのみの表示とします。         
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（９）移動１３カ月成績 授精状況   

 乳房炎と繁殖を制
する者は２１世紀の
酪農を制すると言わ
れるほど重要な課題
です。この表中には
毎月行われている授
精の状況を経時的に
捉えることができま
す。 

経産ＪＭＲの意味        

経産ＪＭＲ１日あたり１５００～２０００円の経済的損失をと
もなうと言われています。                
経産ＪＭＲ×（１５００～２０００円）×経産牛頭数 が繁殖
の遅延に伴う農家の経済的損失となります。    

（１０）移動１３カ月成績 管理状況 

 妊娠頭数に加えて
分娩間隔を決定づけ
る空胎日数や乾乳日
数など、有効でかつ
詳細な情報が詰まっ
ています。繁殖成績
が悪化すると、乳量
が伸びず経営が厳し
くなることは経験則
で周知のことで、悪
化の要因をこの表か
ら探ることです。 

管理状況 要注意！ 

管理状況→現在繋養されてる牛   
‘       の妊娠、空胎、乾乳
‘       の状況 

他の移動１３カ月成績          
‘     →過去に行った検定結
‘      果の推移。 

現在妊娠している
牛１０頭の内訳 

平成２０年２月の授
精により現在１頭妊
娠している（未経産） 

平成20年9月の授精により

現在１頭妊娠している。妊
娠要した空胎日数は２０１
日 

平成１９年１２月に
分娩した牛の平均
乾乳日数は８６日
であった。 
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（１０）移動１３カ月成績 管理状況 

 妊娠頭数に加えて
分娩間隔を決定づけ
る空胎日数や乾乳日
数など、有効でかつ
詳細な情報が詰まっ
ています。繁殖成績
が悪化すると、乳量
が伸びず経営が厳し
くなることは経験則
で周知のことで、悪
化の要因をこの表か
ら探ることです。 

管理状況 要注意！ 

現在繋養されてる牛の妊娠、空
胎、乾乳の状況 

①現在、繋養している牛は分娩
前にきちんと乾乳しているか？ 

②妊娠まで何日要したか？ 

このように現在の牛の状態を見
る帳票 

 

管理状況 要注意！ 

①移動牛(譲り受け牛)は元の農

家での空胎乾乳も表示される。           
②除籍牛は表示されない。  
③妊娠牛も分娩すれば表示され
ない。 

 

この辺に表示は無い！ 

（１１）経産牛１頭当たり年間成績 

 従前の検定成績表で
も「過去１カ年」の記
録として表示してきた
もので、ローリングハ
－ド アベレージ（移動

年間平均）と言われる
ものです。新しい１カ
月分の記録が組み込ま
れると１年前の同月分
の記録が除かれ、これ
を毎月繰り返します。 

平成１９年１１月１日～平成２０年１０月３１日の
成績 

平成１８年１２月１日～平成１９年１１月３０日の
成績 

平成１９年１０月１日～９月３０日の年間成績
集計のタイミングにより、先月または先々月
が表示されます。 
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（１１）経産牛１頭当たり年間成績 

 従前の検定成績表で
も「過去１カ年」の記
録として表示してきた
もので、ローリングハ
－ド アベレージ（移動

年間平均）と言われる
ものです。新しい１カ
月分の記録が組み込ま
れると１年前の同月分
の記録が除かれ、これ
を毎月繰り返します。 

年間成績の利用１      

年間成績は、いつでも１年間の成績
を示しているので、安定的に比較検
討を容易にできます。 

Ｐ／Ｆ比を始めとする飼養管理情報
としても安定していることが求めら
れます。 

 

年間成績の利用２      

３０５日平均            
＝(10000+10000)÷２＝10000kg 

年間平均              
＝(10000+10000)÷２＝10000kg 

３０５日平均            
＝(10000+10000)÷２＝10000kg 

年間平均              
＝(10000+2000)÷２＝6000kg 

このように年間成績は、たとえ３０５日乳量が高いといったように
個々の能力が高くとも、繁殖成績が悪いと伸びません。 

この意味で、農家の年間収益性を確実に見ることができる成績
です。      
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（１２）検定日乳量階層 
 個々の牛で泌乳曲線が描けるように、牛群としての曲
線も描けます。泌乳ステージごとの平均的な乳量を押さ
え、これを結んで泌乳曲線を描いてみましょう。曲線か
ら大きくはずれた牛や、群全体での泌乳の持続性などを
チェック出来ます。 

チェック！ 

チェック！ 

チェックをすることで全体の
傾向を把握できましたら、個
体検定日成により、詳細を
チェックします。 

泌乳期に応じ
た濃厚飼料給
与やＭＵＮ 

（１３）月別分娩予定頭数   

 作業計画の立案などの経営管理上で有効
な情報です。今月から８カ月先の分娩予定
頭数が分かります。 

 ただし、内数としてカッコ書きで示され
る初産の分娩頭数は、育成の段階で牛群検
定に加入し、その人工授精の記録が報告さ
れている場合に限り表示されます。 

検定月～
(今月) 

初産表示には未経産牛の検
定加入が必要 

均等に分娩することが安
定な生乳生産につながり
ます 
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（１４）年間３０５日成績   

 最近１カ年で２４０～３０５日の検定終
了牛、および泌乳途中で３０５日を超えた
牛を対象に集計しています。乳量と各乳成
分率、補正乳量でみた能力レベルを産次ご
とに確かめられます。 

※泌乳中の牛であっても、泌乳期間３０５日を越えた牛の成績を含む。 

②累計成績は、遺伝的改良の成果や傾向
もつかめます。とりわけ３０５日成績で
は、実量は産次が進んだものが高く、補
正乳量は初産牛が高いことが望まれます。          

高い 

高い 

（１５）年間追加除籍牛   

 理由別の除籍頭数により、この１年間に
どんな疾病やトラブルが多かったかが分か
り、また除籍までの年齢で在群性を把握で
き、ともに今後の管理上で注意しなければ
ならない点が見出せます。 

平成２０年１１月６日検定で
あれば、平成１９年１１月７日
～平成２０年１１月６日まで
の期間の追加と除籍 

平成２０年１１月６日検定で
あれば、平成２０年１１月６日
時点の未経産を含む検定牛
マスタ件数との比 

なかなか種がつかずに、長く
搾って廃用したことがわかり
ます。 
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（１６）検定日牛群構成   

 経営の安定のためには年齢や産次の構成
を日頃から心がける必要があります。初産
牛が多くなると実乳量が伸びないし、高齢
牛が多くなるとトラブルが多くなりがちで
す。 

初産牛の比率は２５～２８％
が目安です。 

対象は、年間追加除籍と同
様(検定日から１年間) 

経産牛の乳用売却を除く除
籍牛の平均になります。 

（１７）初産月齢、分娩間隔   
 初産月齢、分娩間隔ともに、平均値だけに着目する
のでなく、実際に初産分娩が遅れたり、分娩間隔が長
くなっている牛がいないかどうかを監視することが重
要です。平均値では、早産の牛がいれば、それぞれの
平均をよく見せてしまうからです。極端に初産月齢や
分娩間隔が遅れている牛がいないかチェックしましょ
う！計算対象は最近１カ年の間に分娩した検定牛です。 

予定の欄が現在より改善がすすんで
いるかどうかをチェック！ 

現在、受胎している牛が
分娩予定日に分娩した
場合に、期待できる初産
月齢および分娩間隔 
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（１８）授精報告 
 繁殖成績の向上には、分
娩後６０日以降になるべく
早く授精を行うことが重要
です。そのためには、現在
の未授精牛の状況を把握す
る必要があります。本表は
受胎したかどうかではなく、
授精をしたか、発情を見逃
していないかといった人工
授精の前段階での対応の適
否が判断出来るようになっ
ています。 

現在飼養されている牛について、
授精報告がある頭数。ただし、当
該乳期の分娩年月日をこえて遡ら
ない。また繁殖に供さない(Ｃ)の
報告は集計対象外。 

上述の集計で未授精であったもの 

現在飼養されている牛について、
それぞれの区分月で行われた初回
授精の状況          
平成20年11月6日検定であれば 
前月：平成20年10月1日～31日 
３カ月前：平成20年8月1日
‘          ～10月31日             
過去１カ年：平成19年11月7日   

‘          ～10月31日 

集計対象外になった繁殖に供さな
い(Ｃ)を報告している現在の頭数 

（１９）平均体重   

 育成牛の発育確認、牛群の体調管理、飼
料計算など、１頭ごとの体重把握は大切で
す。少なくとも節目には測定するよう心掛
けましょう。 

体重 

直近で測定した
体重での集計値。
ただし、当該産
次の分娩年月日
を越えてはさか
のぼらない。 
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（２０）搾乳管理   

 乳牛のストレス解
消と乳房の健康のた
めに搾乳管理は大事
で、その基本は搾乳
手順を守り搾乳間隔
をできるだけ均等か
つ一定に保つことで
す。 

検定種別 

①Ａ４：月に１度、夜朝２回ないし 
‘    昼夜朝３回の立会検定を行う

②Ｂ４：月に１度、夜朝２回ないし 
‘    昼夜朝３回の自家検定を行う

③ＡＴ：月に１度、夜朝交互に立会 
‘    検定を行う        
④ＡＭＳ：自動搾乳(ロボット)での検 
‘    定 

時刻               
搾乳開始と終了の時刻。ＡＴ法の場合
は搾乳時刻記録タイマ－の時刻。自動
搾乳については表示されない。 

ユニット             
使用した搾乳ユニットの台数の平均 
夜に８台、朝に３台であれば５.５台 

１回平均             
１度の搾乳に要した時間。夜に２時間、
朝に１時間であれば、１回平均９０分 

１頭平均             
１頭あたりに要した搾乳時間    
夜６０分、朝１５０分        
使用ユニット夜８台、朝４台    
夜搾乳５０頭、朝搾乳４５頭    
(60×8＋150×4)÷(50＋45)／２  

＝６分 群として開始時刻と終了時刻
から割り出しているので、作業効率的
な数字。オキシトシン効果からみた５
～６分を理想とする搾乳時間とは異な
る。       

乳量割合             
夜朝搾乳間隔の時間の割合と、乳量の
割合の関係をみたもの。搾乳間隔は12

時間に保つことが重要です。 

 

 

 

４ エラ－チェックについて 
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エラ－チェックの変更  

 従来の成績表は何頭かエラーをおこしエラー回答待ちになった場合、
エラーを起こしていない検定牛だけで成績表を発行して、回答のある都
度その分の成績表を発行してきました。しかし、新しい成績表は農家平   
均など群としての成績を重用視しています。従来のエラーチェックのや
りかたでは成績表の活用が充分に行われないことになります。そこで次
のようにエラーチェック方法を変更します。 

＜ポイント１＞ 

検定農家に繋養されている検定牛について、１０％以上または１０    
頭以上のエラーがあるときは、成績発行を行わない。また、検定牛    
の新規追加などの加修除エラーがあるときは成績発行を行わない。 

＜ポイント２＞ 

成績発行は１回のみとする。成績発行後にエラー回答があった場合
は、データの更新のみ行う。成績発行は行わないが、繁殖台帳シス
テム、Ｅメールによるデータ送信、情報分析センター、大家畜経営
ＤＢへのデータ送信は行う。また、その後に発行される終了通知書
等の帳票にも反映する。 

＜ポイント３＞ 

エラー回答期限はエラー発生後のエラーリスト発行から１カ月間と
する。これまで以上に迅速な回答を行う必要がある。１カ月を超え
て回答を行っても、データの更新は行わない。 

以上のことを今後順次、実施していきます。  
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５ 詳細な見方  
個体検定日成績 

様式Ａ 

各個体を搾乳日数順に並べることで、周産期病などのトラブルを起こしや
すい時期にある牛や授精や妊娠が遅れている牛などの状態を時系列的に確
認することが出来ます。  

乳成分の異常から周産期病の牛の発見  

授精の遅れ  

妊娠の遅れ  

搾乳日数順 
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（１）牛コード、分娩、搾乳 
   または乾乳日数、個体識別番号   

 各個体の検定成績を見るためのキーにな
る項目です。基本中の基本ですので、しっ
かりとその意味を理解しましょう。 

分娩難易       

１:介助なしの自然分娩   
２:ごく軽い介助      
３:２～３人を必要とした助産
４:数人を必要とした助産  
５:外科処置を必要とした難産
または分娩時母牛死亡 

搾乳日数:分娩日から検定日までの日数(分娩日含める)

または、分娩日から乾乳日の前日までの日数 

乾乳日数:乾乳日から検定日までの日数(乾乳日含める)

または、乾乳日から分娩日の前日までの日数 

よく似た概念として
累計成績にある「検
定日数」があります
ので注意して下さい。 

フリ－マ－チン 

個体識別番号の同意 

個体識別番号の活用 
①加修除の簡略化 
②生産雌牛情報  
③分娩情報の獲得 
④ヌレ子情報の獲得
⑤LOとの連携 
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（２）乳量、乳脂率、 
            蛋白質率、無脂固形分率 

 各個体の検定の結果です。個体の積み上
げがバルク乳などの農家の経営内容に直結
する大切な情報になります。また、各個体
の健康状態などを知るための情報にもなり
ます。とりわけ泌乳初期（分娩後４５日）
の数字の動きには注意が必要です。 

（２）乳量、乳脂率、 
            蛋白質率、無脂固形分率 

様式Ａ 

様式Ｂ 

内容的な主な違いは、次の２点。                  
①牛コ－ド順、②乳成分が前々月まで表示 

基本様式A → トラブルを起こしている牛はいないか？を見る帳票  
基本様式B → 累計成績と連携して牛群検定を活用する帳票     

        ▽▼※など記号を利用してトラブル牛発見     
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乳量の見方１ 
 下図は牛群成績のうち検定日乳量階層成績です。個体
検定日成績様式Aは分娩後日数順に牛が並んでいるので、
まず群全体でみたあと個々の検討に入るときまとめて
チェックできます。 

チェック！ チェック！ 

泌 乳 曲 線 

乳 

量 

分娩後日数 

飛び出し乳量 

分娩 

最高乳量 

50～60日 乾乳 

泌乳持続性 

①飛び出し乳量                           
‘ 最高乳量の７０～７５％に相当。乳期乳量との相関が強い。      
‘ クロ－ズアップ期の管理が影響しやすい。                      

②最高乳量                            
‘ 乳期乳量との相関が強い。最高乳量以降は泌乳持続性に努める。     

③泌乳持続性                           
‘ 今月乳量／先月乳量×１００ １０％以上低下は要注意       
‘               ２０％以上低下はトラブル発生 
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乳量の見方２ 

飛び出し乳量 

飛び出し乳量                
最高乳量の７０～７５％に相当。(逆にいえば飛
び出し乳量の１.４倍が最高乳量）乳期乳量との

相関が強い。クロ－ズアップ期の管理が影響しや
すい。初産25kg、２産以上30kgが目安。        

搾乳日数４５日と１５０日に
太い実線が引かれる 

乳量の見方３ 

最高乳量                        
乳期乳量との相関が強い。分娩後60日程度までに最高乳量に達

し、それ以降は泌乳持続性に努めることが重要。最高乳量は累
計成績に表示されています。                                

能力を出し切っていない 

分娩後60日まで

に乳量が下がる
と※が印字 
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乳量の見方４ 

泌乳持続性                            
持続性を保てない場合は飼料のエネルギ－不足                                                  
今月乳量／先月乳量×１００ ▽１０％以上低下は要注意       
‘                ▼２０％以上低下はトラブル発生            

▽印：蛋白質も低めであることか
ら飼料のエネルギ－不足が疑わ
れる 

乳量の見方５ 

標準乳量                       
標準乳量は分娩後日数も補正できていますので、泌乳初期、
中期、後期にこだわらずに乳量の過多を見ることができます。
乳量が少ない場合はエネルギ－不足を注意して下さい。                                                                          
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分娩後日数の補正 

標準乳量 

乳量がほぼ一定 

産次による差がない 

地域による差がない 

乳量の見方５ 

標準乳量                       
標準乳量は分娩後日数も補正できていますので、泌乳初期、
中期、後期にこだわらずに乳量の過多を見ることができます。
乳量が少ない場合はエネルギ－不足を注意して下さい。                                                                          

泌乳曲線から外れている 

標準乳量が明
らかに低い 
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乳脂率の見方１ 

A牧場       

泌乳ステージに合った推移をし
ているので順調な管理と思 わ

れます。乳量ピーク時に下がり
ますが、その後は順調に上がっ
ています。 

B牧場       

初回の検定（分娩後５０日以内）で乳
脂率が５.０％以上の場合体脂肪動員に

よる脂肪肝の疑いがあります。泌乳後
期の適正なBCS（ボディーコンディ

ションスコア）と乾乳期の飼養管理の
改善が必要です。また、泌乳中・後期
の急激な落ち込みは、乾物摂取不足や
代謝障害の疑いがあります。濃厚飼料
と粗飼料のバランスや、ＴＭＲの選び
食い固め食いが疑われますので、改善
が必要です。 

C牧場       

すべてのステージで乳脂率が高
い場合は、飼料中の脂肪含量が
多いことや粗飼料の品質不良が
考えられますので改善 が必要で
す。 

乳脂率の見方２ 
乳脂率の記号                            
グラフには３.５％の細線が引かれているので下回る牛は注意  
※：３.３％を下回ると表示。飼養管理の再チェックを要する  
▽：前回差０.５～０.９％                  
▼：前回差１.０％以上                             

※、▽、▼印が大量に表示され飼
養管理上の激変などの心当たりも
無いときはサンプリングの撹拌等
の検定手順も再確認すること 
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乳脂率の見方３ 
①分娩直後、極端に乳脂率の棒グラフが長い（乳脂率が高い：４.

５～５.０％以上）場合は、採食量の抑制、脂肪肝、ケトーシスや

第４胃変位などの疾病リスクが高まります。乾乳後期に過肥であっ
た牛ほど乳脂率が高い傾向があります。            
②全牛にわたって乳脂率の棒グラフが長い場合は、飼料の調整の不
良、脂肪過多、酪酸発酵が考えられます。              
③乳脂率の棒グラフが短い場合（乳脂率が低い：３.３％以下）は、
食欲不振、乾物不足、代謝障害が考えられます。              

蛋白質率の見方１ 

A牧場       

泌乳ステージに合った推移をし
ているので順調な管理と思われ           

ます。乳量ピーク時に下がりま
すが、その後は順調に上ってい
ます。 

B牧場       

泌乳前期の落ち込みが激しい場合、Ｂ
ＣＳ（ボディーコンデ ィションスコ

ア）は比例して推移します。この牧場
は、３.０％に回復するまでに１５０日

程度かかっていますが、同じように、
平均初回種付日数も遅く繁殖成績に問
題を抱えています。 

C牧場       

泌乳ステージ全般で見られ
る乳蛋白の落ち込みは、代
謝障害やルーメンアシドー
シスが疑われます。また泌
乳後期の濃厚飼料過給や粗
飼料とのバランス不良が考
えられますので改善が必要
です。 
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蛋白質率の見方２ 
蛋白質率の記号                            
グラフには３.０％の細線が引かれているので下回る牛は注意  
※：２.８％を下回ると表示。飼養管理の再チェックを要する  
▽：前回差０.３～０.４％                  
▼：前回差０.５％以上                             

※、▽、▼印が大量に表示され飼
養管理上の激変などの心当たりも
無いときはサンプリングの撹拌等
の検定手順も再確認すること 

蛋白質率の見方３ 
①分娩直後、極端に蛋白質率の棒グラフが短い（蛋白質率が低い：
２．９％以下）場合は、食欲不振などの低栄養の状態により卵巣回
復が遅れることから、発情回帰の遅れや微弱発情、卵巣嚢種や黄体
嚢種などの疾病が多くなります。エネルギー不足が考えられます。                     
②泌乳中期でも棒グラフが短い場合は、エネルギ－不足に加えてケ
ト－シスなどの代謝障害などもチェックする必要があります。                 
③蛋白質率の棒グラフが全般に長い(蛋白質率が高い)場合は、濃厚
飼料の多給による飼料バランスの不良が考えられます。 
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無脂固形分率の見方１ 
無脂固形分率の記号                              
※：８.３％を下回ると表示。飼養管理の再チェックを要する  
▽：前回差０.５～０.９％                  
▼：前回差１.０％以上                             

※、▽、▼印が大量に表示され飼
養管理上の激変などの心当たりも
無いときはサンプリングの撹拌等
の検定手順も再確認すること 

無脂固形分率の見方２ 
無脂固形分率＝蛋白質率＋乳糖率＋無機質率(１.０％)       

蛋白質率とほぼ同等の見方をする。エネルギ－不足等をチェックす
ることができる。                              
また、上式を変換して                    
乳糖率＝無脂固形分率－蛋白質率－無機質率(１.０％)      
乳糖率が高い→甘い→おいしい 今後の研究が待たれる。                           
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 各個体の検定の結果で
す。乳質管理のうえで体
細胞数は極めて重要です。
乳房炎に罹ることで、ネ
ズミ算式（倍、倍々と増
える）に体細胞数が増加
します。早期に体細胞数
の高い個体（乳房炎罹患
牛）を発見し、早期に治
療することが必要です。 

 

△：体細胞数28.3万～113.1万(ﾘﾆｱｽｺｱ5～6)       
▲：体細胞数113.2万～(ﾘﾆｱｽｺｱ7～) 

 

高体細胞影響率       

 体細胞数２８.３万個(ﾘﾆｱｽｺｱ５)以上の
牛が全検定牛の合計乳量(バルク乳相当)

に及ぼす体細胞数の影響を見たもの。 

 対象牛の(体細胞数×乳量）÷ 全検定
牛の(体細胞数×乳量)合計 × １００ 

高体細胞牛の泌乳量は少ないので、   
仮に、対象牛の乳汁を除外した場合に、
バルク乳相当でどれくらい体細胞数が下
がるか？の目安となる。 

除外した場合のバルク体細胞数    
≒現在のバルク体細胞×(１－高体細胞影
響率）  

（３）体細胞   

この牛の乳汁を出荷
から外すとバルク乳
の体細胞が約61％
下がる。 

（４）繁殖の状況   

 詳細な各個体の繁
殖管理の状況は、個
体累計成績に示され
ています。ここでは、
乳成分やＭＵＮなど、
繁殖に影響を与える
項目を検討する際の
補足情報として利用
します。 

様式Ａの場合、分娩後日数順
なので授精の遅れが一目で
発見できる。 

妊娠の遅れが
一目で発見で
きる。 
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 個体別のＭＵＮ(乳中尿素窒素)は、飼料
の蛋白質とエネルギ－のバランスを見るこ
とができる指標です。  

乳中尿素窒素（ＭＵＮ）        
乳牛が摂取し必要としなかった過剰な蛋白
質を数値で表したものです。血中尿素窒素
と高い相関にあります。正常な繁殖成績を
得るための指標として利用できます。 

ＭＵＮ濃適正範囲８～１６mg/dl

蛋白質率適正範囲３.０～３.５％ 

 

 

（５）ＭＵＮ、濃厚飼料給与量、体重   

（５）ＭＵＮ、濃厚飼料給与量、体重   

 個体別のＭＵＮ(乳中尿素窒素)は、飼料
の蛋白質とエネルギ－のバランスを見るこ
とができる指標です。  

様式Ａの場合、グラフ化されている関係上、３カ月前の乳成分は標記されて
いません。飼養状況を３カ月前まで見ることのできる項目はＭＵＮのみとな
ります。 
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（５）ＭＵＮ、濃厚飼料給与量、体重   

 個体別のＭＵＮ(乳中尿素窒素)は、飼料
の蛋白質とエネルギ－のバランスを見るこ
とができる指標です。  

Ｐ／Ｆ比           
生乳中の蛋白質率と乳脂肪率の比。 
蛋白率と脂肪率の比率により間接
的にルーメン発酵等の状態を推測
することができます。     
適正範囲：０.８～０.９    

良好な発情が来潮し、受胎成績が
良い傾向があります。     
適正範囲外：～０.８、０.９～ 

ルーメン発酵異常、栄養障害、肝
機能低下があると思われるので飼
料給与の検討が必要です。 

様式Ａの場合、分娩後日数順
なので、これから授精を行う泌
乳初期の牛が帳票上部に集
まります。Ｐ／Ｆ比は繁殖に及
ぼす影響が大きいので注意が
必要 

（５）ＭＵＮ、濃厚飼料給与量、体重   

 個体別のＭＵＮ(乳中尿素窒素)は、飼料
の蛋白質とエネルギ－のバランスを見るこ
とができる指標です。  

飼料給与の上での基本情
報です。検定の際には正確
に報告してください。 
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検定成績表の分娩予定年月日から次の管理を行う。 

移行期(分娩前３週間～分娩後３週間)                  

①胎児の急激な成長、分娩高泌乳と変化が大きいので、ストレス防止が重要
②喰い止まりの防止                         
③分娩後３週間までに食欲を軌道に乗せる。体重減少させない。     
④とりわけ分娩前２～３週間前はクロ－ズアップ期として重要              
‘ ・難産防止のためＢＣＳを適正に保つ。濃厚飼料を馴致させる。                 
‘ ・胎児、乳腺に栄養が優先されるので一見やせてくるので、採食量を  
‘  低下させない。                       
‘ ・分娩後の周産期病の原因にならないよう適正な管理に努める。 

         

（６）乾乳牛   

 今回の検定時で乾乳であった牛について
乾乳前の搾乳状況を表示します。 

乾乳牛の管理 

乾乳期は、次産分娩のための準備の期間、また乳房炎などの疾病を治療する
期間として極めて重要。                        
乾乳→｢泌乳の終了｣×                        
乾乳→｢次産泌乳の始まり｣○ 

（６）乾乳牛   

 今回の検定時で乾乳であった牛について
乾乳前の搾乳状況を表示します。 

様式Ａは乾乳日数順に牛
が並んでいるのでクロ－ズ
アップ期、移行期の牛管理
も行いやすい。 
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（７）産次別平均情報 

 各検定牛の検定結果を群の平均値と比較
し、各個体の群の中での位置づけ(ポジショ
ニング)を判断します。 

様式Ａ 

様式Ｂ 

①ここまで、飼養管理や乳質管理のいろいろな判断目安（Ｆ％、Ｐ％、  
ＭＵＮ、Ｐ／Ｆ比体細胞など) を示してきました。こういった判断目安は各

農家の環境により多少のアレンジが必要となります。各牛が農家の牛群平均、
産次別平均からみて高いか低いか(ポジショニング)により、再確認する必要
があります。 

②産次別平均は、産次特有の現象が出ることもあります。こういったところ
も注意する必要があります。          

６ 詳細な見方  
個体累計成績 
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様式Ａ，Ｂ共通 

牛コ－ド順 

個体検定日成績→トラブルを起こしている牛はいないか？を見る帳票 

個体累計成績 →この牛はトラブルを起こしていないか？を見る帳票 

        ３０５日乳量、遺伝評価など改良のための情報も兼ねる 

トラブルや
作業管理等 

淘汰、種雄牛選定
等の改良のための
情報 

トラブルの
再チェック 

（１）検定牛 

 マスタ関連の基本情報および分娩情報を
標記しています。内容に誤りが無いか確認
します。 

牛コ－ド順 

除籍牛も除
籍を報告した
検定月に限
り表示されま
す。 

非公式条件           
①分娩後４２日以内に検定を
行わない             
②連続して２回検定を中止  
③３回以上の検定の中止 

乳期が非公式と
なった場合は、
「非」と表示されま
す。 
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前述の個体検定日成績
では、「検定日のとき
にタマタマ…」という
こともあります。乳期
全般を通じてトラブル
をおこしていないか？
累計成績で再確認しま
す。 

搾乳日数、分娩後日数、乾乳日数、検定
日数について       

１）搾乳日数             
‘  分娩日を含めて、乾乳日の前日また
‘  は検定日まで 

２）分娩後日数             
‘  正確には分娩を含めずに該当日まで。   
‘  搾乳日数＝分娩後日数＋１     
‘  ただし、厳密な区別を行わないこと
‘  もある。 

３）乾乳日数             
‘  乾乳日を含めて、分娩日の前日また   
‘  は検定日まで 

 

（２）累 計 

４）検定日数                           
‘  通常であれば、搾乳日数と同じ。しかし、検定に乳期途中で加入した場
‘  合や、検定を連続休止した場合などは、対象牛の分娩からの全乳量を計
‘  算することができません。累計乳量の計算対象となった期間を検定日数
‘  といいます。 検定日数＝搾乳日数－非検定期間 

前述の個体検定日成績
では、「検定日のとき
にタマタマ…」という
こともあります。乳期
全般を通じてトラブル
をおこしていないか？
累計成績で再確認しま
す。 

（２）累 計 

①飛び出し乳量                           
‘ 最高乳量の７０～７５％に相当。乳期乳量との相関が強い。      
‘ クロ－ズアップ期の管理が影響しやすい。               

②最高乳量                            
‘ 乳期乳量との相関が強い。最高乳量以降は泌乳持続性に努める。    

③泌乳持続性                           
‘ 今月乳量／先月乳量×１００ １０％以上低下は要注意       
‘               ２０％以上低下はトラブル発生 
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前述の個体検定日成績
では、「検定日のとき
にタマタマ…」という
こともあります。乳期
全般を通じてトラブル
をおこしていないか？
累計成績で再確認しま
す。 

（２）累 計 
個体検定日成績で紹介した乳成分の見方
は累計成績でも応用できます。 

①乳脂率               
乳期全般を通じての高乳脂率は肝臓に負
担がかかる。脂肪肝など。飼料の脂肪含
量過多、粗飼料品質悪化など。       

②蛋白質率             
乳期全般を通じて低蛋白であれば、乳期
全般にエネルギ－不足。 

③Ｐ／Ｆ比             
乳期全般を通じて、バランスは良いか？
泌乳初期であれば、授精とあわせて見る。 

④無脂固形分率           
蛋白質率と同等にエネルギ－充足率をみ
ます。  

主な活用法     

ａ）淘汰 

どの検定牛を淘汰するかを検
討する際の資料とする。 

ｂ）授精 

どの検定牛にどのような種雄
牛を交配するかを検討する。
高能力からは積極的に牛群の
後継牛作出を行う。 

注）淘汰、授精については３
０５日関連の成績だけでなく、
別途送付される「牛群改良情
報」を用いることが重要です。 

 

（４）３０５日実量または期待量   

 305日実量は文字通りの
実績で、305日以降検定日
数が増えても数字は動きま
せん。期待量は検定日数が
305日未満の経過記録につ
いて、その乳期にどの位の
成績が期待できるかを、早
い時期立会２回目以降）か
ら予測したもので、検定日
数が増えるにつれて実量に
近づきます。 

①３０５日実量              
個体の乳期の基準として広く用いられていま
す。泌乳期間を３０５日と定めることで他の
牛と比較検討を加えることが出来ます。 

②３０５日期待量            
３０５日に達していない牛について、２回以
上検定を行うと、期待できる３０５日予測乳
量が表示されます。        

③補正乳量                 

成年換算乳量(７２カ月齢)として地域、分娩

月齢、分娩月を補正計算しています。３０５
日を越えた牛の場合は３０５日実量を、また
３０５日に達していない牛については②にあ
げた期待量を補正することで、検定牛間の成
績比較を行います。 

 

 

「牛群改良情報」と「３０５日補正」  
使い分け 

参考情報を利用すれば、ＰＡ(両親からの推
測した遺伝能力)がわかるが、本来の遺伝的

能力は、初産を５回以上検定しなければ遺
伝情報がわからない。そこで次のように使
い分ける。 

未経産牛の授精 →参考情報(ＰＡ)の利用 

初産牛の授精→３０５日補正乳量の利用   
‘                         調整交配の実施 

２産以上の授精→改良情報の利用 

導入牛の授精(改良情報不明)          
‘       →３０５日補正乳量の利用 

遺伝的改良を進めるためには、未経産牛や
初産牛といった若牛への授精が世代間隔を
短縮することから重要である。 
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①乳量→補正乳量についての牛群内の位置づけ  

②遺伝評価→最近発行された牛群改良情報の牛群
内評価（ＮＴＰのうち産乳成分）を表示 

③ＮＴＰのうち産乳成分           
ＮＴＰ:Nippon Total Profit index（総合指数）  
ＮＴＰ＝4.5×(産乳成分)＋1.5(体型成分)     
産乳成分:乳脂量と蛋白質量を27:73の重みで改良
‘            を進めるための指数            
体型成分:肢蹄と乳器を15:85の重みで改良を進め
‘            るための指数   

（５）牛評   

 乳量は左下段に示す区分
から、遺伝評価は直近の牛   
群改良情報の牛群内評価の
コードを表示します。 

①遺伝評価の優れた牛から後継牛を作出する 

②遺伝評価が劣っても乳量の評価の高いものは肉
牛交配等を行う           

③乳量、遺伝ともに悪いものは淘汰する 

詳細は牛群改良情報を利用すること 

良
好 

並 

（６）管理・繁殖の状況、管理 

言葉の定義                  
①乾乳日数                 
乾乳日を含めて検定日または分娩日の前日まで 
②分娩間隔                 
前産分娩日の翌日から今産分娩日まで     
③空胎日数                 
分娩日を含めて検定日または妊娠の確定した授精
日の前日まで                
④次産分娩間隔               
今産分娩日の翌日から次産分娩予定日まで 

ＪＭＲペナルティ              
１頭ごとのＪＭＲ計算値をＪＭＲペナルティとい
います。                  
①ＶＷＰ                  
初産:分娩後８０日、             
２産:分娩後６０日、             
未経産:生後４２０日  
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（６）管理・繁殖の状況、管理 

わかりやすくするためＡ牛～Ｉ牛まで９頭の牛を飼育している検定     
農家の１１月の検定での例を示します。例）検定日 １１月２５日 

Ａ牛 同年8月25日初産 まだ授精を行っていない。           
ﾍﾟﾅﾙﾃｨ＝（分娩日～検定日）－ＶＷＰ＝９２－８０＝１２ 

Ｂ牛 同年7月25日初産 11月検定で10月25日の授精を報告 妊娠不明   
ﾍﾟﾅﾙﾃｨ＝（分娩日～授精日）－ＶＷＰ＝９２－８０＝１２ 

Ｃ牛 同年8月25日初産11月検定で、10月25日の授精を報告 妊娠不明      
ﾍﾟﾅﾙﾃｨ＝（分娩日～授精日）－ＶＷＰ＝６１－８０＝０ﾏｲﾅｽ計算しない          

Ｄ牛 同年5月25日3産9月検定で8月25日の授精を報告11月検定では受胎確認     
ﾍﾟﾅﾙﾃｨ＝（受胎確認したものは０）＝０ 

Ｅ牛 同年6月25日3産10月検定で、9月25日の授精を報告 その後不受胎判明                    
ﾍﾟﾅﾙﾃｨ＝（分娩日～検定日）－ＶＷＰ＝１５３－６０＝９３ 

Ｆ牛 同年5月25日４産10月検定で、Ｃ報告(繁殖に供さない)ＪＭＲの対象外。
頭数としても数えない。表示しない。 

Ｇ牛 未経産11月検定で、400日齢での授精を11月検定で報告       
ﾍﾟﾅﾙﾃｨ＝（生年月日～検定日）－ＶＷＰ＝４００－４２０＝０ﾏｲﾅｽ計算しない       

Ｈ牛 未経産11月検定で、480日齢での授精を11月検定で報告       
ﾍﾟﾅﾙﾃｨ＝（生年月日～検定日）－ＶＷＰ＝４８０－４２０＝６０ 

（６）管理・繁殖の状況、管理 
繁殖メッセ－ジ                  
「長期未授精」：分娩後100日以上未授精  
｢授精適期｣：分娩後70～100日間未授精  
｢繁殖に供さない｣：繁殖に供さないＣを報告 

管理メッセ－ジ                  
「乾乳予定」：分娩予定６０日前   
「妊鑑予定」：妊娠未確定の授精後
45～69日のもの            
「除籍△」：除籍理由△を表示 

分娩間隔、次産分娩間隔                  
「＊」：４２４日をこえるもの 
分娩間隔、次産分娩間隔                  
「＊」：４２４日をこえるもの 
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（７）体細胞  

 乳期累計でみた体細
胞数。慢性化していな
いかチェックできる。 

体細胞数の平均                 
当該乳期での毎月の検定結果を平均する 
Σ(体細胞数×乳量)／Σ(乳量)                   

＃の意味           
乳期を通じて体細胞数
が高く乳房炎の慢性化
が懸念されるので乾乳
期間等に治療を要する 

「＃」が表示される条件                          
①平均体細胞数で２８．３万以上                          
②当該乳期で４回以上２８．３万以上を記録        

高体細胞数の回数                 
当該乳期の毎月の検定で２８．３万以上を記
録した回数 

下表に基づき当該乳期を通じて損失した率
を表示 

（８）乾乳牛 

 今回の検定で乾乳中の牛について、完成
記録が表示されます。 
①乾乳を迎えた牛は乳期の完成記録が表示されます。１カ月以内に「検定
終了通知書」を発行するので、詳細は終了通知書を利用するようにします。 

②個体検定日成績の利用と同様に、次産への準備期間と捕らえ、乳房炎が
ある牛は治療等を行いながら、ボディコンディションに留意して管理しま
す。 

③今産の飼養管理に反省点があれば、繰り返さないよう注意します。 
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 産次別の平均値と比較検討することで、
各検定牛の牛群内の位置づけを検討します。 

（９）産次別平均値● 
①累計成績においても検定日成績と同様
に、乳成分やＰ／Ｆ比、体細胞などを飼
養管理や乳質管理の改善に利用できます。
その判断目安は各農家の環境により多少
のアレンジが必要となります。各牛が農
家の牛群平均、産次別平均からみて高い
か低いか(ポジショニング)により、再確認
する必要があります。 

②累計成績は、遺伝的改良の成果や傾向
もつかめます。とりわけ３０５日成績で
は、実量期待量は産次が進んだものが高
く、補正乳量は初産牛が高いことが望ま
れます。          

７ 詳細な見方  
裏 面 

 
（最後です） 
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５ 牛群検定 
     通信（裏面） 

①時節にあった話題を提供する予
定です。 

②組合控えは印字されません。当
団ホ－ムペ－ジに掲載しておりま
すので参考にして下さい 

http://liaj.lin.go.jp/japanese/kentei/gyutu.html 

ご静聴ありがとうございました 
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